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　平成 18年度（第 56期）「知道会会員の集

い」を次の通り開催いたします。３学年の当

番制による開催も今年で５年目を迎え、内容

も充実し安定してきました。多数の会員の皆

様のご参加をお待ちしております。

　出席される方は、同封の葉書で 10 月 15

日までに返信してください（欠席の場合は投

函しないでください）。

　 ／平成 18年 10月 29日（日）

　　　　午後２時 30分～５時 15分

　 ／水戸京成ホテル

　　　　水戸市三の丸１－４－７３

　　　　電話０２９－２２６－３１１１

　 ／５, ０００円

第１部　記念講演会　
　　　　　　午後２時 30分～３時 30分

　講師　武藤起一（昭 50卒）

　演題　「映画なしでは生きられない」

　巷に映像が溢れかえるこの時代に本当に必

要なのは「優れたコンテンツ」。その中で特

に映画の果たす役割は大きい。ビジネス上で

もそうだが、それ以上に良質な映画は私たち

にとっての大切な “心の栄養” なのだ。そん

な映画のために私にできることとは何か？

【講師プロフィール】

　早稲田大学政治経済学部卒。 1985 年よ

り 7年間、雑誌ぴあが主催する「ぴあフィ

ルムフェスティバル（ＰＦＦ）」のディレク

ターを務める。1991 年に映像コンテスト番

組「えび天」（ＴＢＳ系）のレギュラー審査

員として定評を得た後、“映像環境プロデュ

ーサー” として、日本の新しい映画状況を切

り拓くための様々な活動を展開。1997 年に

「ニューシネマワークショップ」を開校、日

本の映画産業を担う多くの人材育成を映画

業界に送り出す。主なプロデュース作品に

『アベックモンマリ』（1998 年）、『とらばい

ゆ』（2001年）、『アニムスアニマ』（2003年）。

主な著書に「シネマでヒーロー」( 俳優編、

監督編／ちくま文庫）などがある。

第２部　懇親会　
　　　　　　午後３時 40分～５時 15分

　今年の懇親会に華を添えるのはピアニス

トの飯野明日香さんによるピアノ演奏です。

飯野さんは高校卒業後フランスへ留学。パ

リ国立高等音楽院ピアノ科を一等賞にて卒業

後、東京芸術大学入学。オルレアン 20世紀

ピアノ国際コンクールスペディアム賞をはじ

め多数の国際コンクールに入賞されており、

多くの国々で演奏会をされています。普段お

疲れの知道会の皆さんへ、くつろぎの空間を

提供してくださいます。

　第 17回代議員会議を次の通り開催いたし

ます。各学年，地域，職域の代議員多数の出

席のもと，会務の審議をお願いいたします。

　 ／平成 18年 10月 29日（日）

　　　　午後１時 30分～２時 10分

　 ／水戸京成ホテル　３Ｆ

　 ／第 55期事業報告

　　　　第 55期決算報告

　　　　会計監査報告

　　　　第 56期事業計画（案）

　　　　第 56期予算（案）

　　　　その他

目次

１０月２９日（日）
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　同窓会の主要な目的に、在校生への支

援があります。そのための資金は会員から頂

く会費や寄付金です。会費制度を、終身会費

制から年会費制へ改めたのは昭和 55年のこ

とでした。それからしばらくは、会費や学年

同窓会からの寄付金などが順調で、母校創立

120周年記念事業への協力や在校生海外派遣

事業の継続実施など、数々の意義ある事業を

行ってきました。ところが、会費納入の実績

がこの数年落ちてきています。

　卒業生は年々増えているのだから、会

費納入も増えていくのが自然ですが、実際は

逆になっていて残念です。いろいろな同窓会

組織を見てみると、職域同窓会にはしっかり

した地盤があり、活動も定期的に行っていま

すので、職域同窓会を活用すると会費をうま

く集められるのではないでしょうか。

　自分たちは 40代に差しかかって仕事

も忙しく、同窓会になかなか参加できません。

クラスによっては活発にやっているところも

あるようですが、知道会については何をやっ

ているのかよくわからなかったというのが正

直なところです。

　同窓会組織は、若い人たちには敷居が

高いと感じられるのではないでしょうか。例え

ば、インターネットのブログのように、気軽に

参加できるような仕組みがあるといいですね。

　管理をきちんとすることが必要ですけ

ど、同窓会の活性化につながることだと思い

ます。

　知道会について会員は、年 2000 円の

会費で何をやっているかがわからない。我々

としては、具体的にこんなことをやっていま

すよ、と言わなければならない。

　代議員制度の見直しも必要と感じてい

ます。代議員をお願いする際は各学年に穴が

できないように組織化を進める必要があり、

各学年の会長や副会長がイコール代議員にな

るような仕組みができれば、学校や知道会の

考えていることが直接学年同窓会に伝わるこ

とになると思うのです。

　同窓会は、各学年の同窓会が基本にあ

りますからね。時代を共有した者たちのつな

がりは強いですし。

　部活動でのつながりも強いですよ。同

年代ばかりでなく先輩から連綿と続く伝統も

ある。母校の運動部にはいろいろ活躍してい

るところがありますが、野球で母校が一つに

まとまった思い出は大きかった。一発で全体

が盛り上がるのが、甲子園に出ること。野球

  座談会
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部ＯＢとしては文武両道の学校づくりを、ぜ

ひ訴えたい。この夏優勝した早実の齋藤投手

は、文武両道の学校として早実を選んだそう

ですが、水戸一高もそのように選ばれる学校

になるとよいですね。

　それにしても同窓会は、学年、地域、

職域の各支部があり、部活動のつながりもあ

る。会員はだぶって属しています。また、会

員数の多い水戸知道会の場合は、バラバラだ

った活動を支部としてまとめ、組織化してき

た経過がありますので、知道会本部、水戸知

道会、さらに地域の支部というように下部組

織がいくつも階層になっていて、学年やクラ

スの同窓会まで考えれば、会合はたくさんあ

るし会員の負担には大きいものがあるかもし

れませんね。

　知道会は、女性会員の参加が少ないと

思います。女性は結婚や子育てなどの事情が

あって同窓会から遠ざかりがちになります。

女性の会があるとよいのですが。

　女性に参加してもらうアイディアとし

て、“夫婦で卒業生” という人たちに呼びか

けることもいいんじゃないですか。以前、女

性会員どうしが声をかけあい旅行やゴルフな

どで親睦を図っていたこともあります。その

ような活動がしやすいよう、女性会員のため

の仕組みをつくることが大切と思います。

　知道会として、総務委員会が音頭をと

り、各委員会どうしが会員向け事業について

率直に語り合ってはどうでしょう。会員のた

めの事業は今のところ、会員の集い、旅行会、

ゴルフ大会、名簿作成などですが、総務委員

会としても、事業メニュー、やり方、周知な

どを工夫していく必要があると思う。知道会

の各委員会には、それぞれ何人もいるわけで

すから、その中からいろいろな事業の企画を

出したりすることも考えられますね。この座

談会のように、横のつながりも大切にしなが

ら。そして、本部の役員としては、学年の代

表幹事などに直接会って、知道会の活動を知

ってもらうようなこともやってはどうかと思

っています。

　今回の座談会が、同窓会とは何かとい

う根本的な問題まで議論する場になったのは

意義深いことだなと思います。同窓会を活性

化するうえで、いろいろな事業を行っている

各委員会のトップに立たれる方というのは、

年功序列でトコロテン式になってしまったと

いうのでは困ります。そして、やる気があっ

て各委員会の事業に向いた人であれば年齢に

関係なく活躍してもらえるとよいですね。

　知道会としては委員会組織にとらわれ

ることなく協力しあって、会員のための事業を

積極的に企画し、やっていきたいですね。知道

会の究極は、在校生にすごいなと思ってもらえ

るような活動をしていくことではないでしょ

うか。在校生は将来の知道会員なのですから。

　もし委員になっていなければ、何をや

っているか、具体的にわからない同窓会費の

意味を自問自答すると、高校３年間は、自分

がそこから来ていて、自分の歴史を形成して

いる一部分と思えるようになりました。自分

とのつながりのあるもの、帰属するものをい

つもは意識していないとしても、機会があれ

ば想うことは、大切なことと思います。同窓

会の組織があり、会報が発行され、卒業生同

志の活動・交流が図られているわけですから、

たとえ直接参加できなくても、同窓会費を払

う意味があると解釈しています。

　それがみんなの潜在意識の中にある。

それに火をつけるのが知道会の活動なのでは

ないでしょうか。
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　陸上競技部は本年大きく飛躍した。

まず、５月の全国総体県予選において、

女子400ｍリレーで昨年の６位から

３位に躍進し、２年連続関東大会に出

場した。個人の種目でも昨年の３種目

から６種目で関東大会（川崎市）出場

となった。特に、中邨友香（35組）

は６月の日本陸上選手権に100mで

本校として初めて出場するとともに、

８月の全国高校総体（インターハイ）

に100m、200mにおいて女子陸上部

として初出場し、100mでは準決勝ま

で進出した。また、大串顕史（24組）

は８月の関東陸上選手権に1500m、

5000mで出場し、5000mでは５位

に入賞し、10月の国民体育大会に出

場することが決定した。小田倉香織

（23組）も８月の関東陸上選手権に

1500m、5000mで出場し、5000m

で８位に入賞した。このように本校陸

上部は昨年の実績を大きく上回り、大

躍進しました。

　本校弓道部は関東大会の常連である
が、今年も男子団体で関東大会（横浜

市）に出場し、ベスト16位に入賞した。

また、男子個人でも関東に出場し、第

７位に入賞している。男女とも高い技

量を有しており、今後の健闘を期待し

たい。

　吹奏楽部は昨年の全国高等学校総合

文化祭（青森市）や東関東吹奏楽コン

クール（横須賀市）に出場するなど活

躍が著しい。今年は東関東選抜大会（６

月　厚木市）に出場して銀賞に輝くと

ともに、茨城県吹奏楽コンクールにお

いて金賞を受賞した。日頃の練習も充

実しており、今後の活躍が楽しみであ

る。

　卓球部は本年、歴史的一歩を踏み出

した。５月の関東大会県予選会で男子

団体の部で第４位に入賞し、関東大会

（筑西市）初出場を果たした。男子シ

ングルスでも関東出場し、日頃のたゆ

まぬ努力が実を結んだと言える。指導

陣も充実しており、今後の活躍が楽し

みな部である。

　今年のＮＨＫ放送コンテスト県大会

では、創作テレビドラマ部門で第１位、

アナウンス部門で第２位、朗読部門で

第３位にそれぞれ入賞し、全国大会（東

京）に出場した。その結果、朗読部門

で入選となった。また、８月の全国高

等学校総合文化祭（京都）にも、ビデ

オメッセージ、アナウンス部門に県代

表として出場した。日々の委員会活動

における地味な努力が実を結んだもの

と言える。10月に行われる全国生涯

学習フェステｲバル茨城大会において

は開催市町紹介を依頼されている。

　これらの他、運動部関係では山岳

部が国体関東ブロック大会（日光市）、

　13日 昭和31年卒50周年同窓会
 昭和42年卒同窓会
　24日 水戸市役所知道会

　10日 常陽知道会
　16日 県庁知道会
　23日 昭和36年卒同窓会

　 1日 岩間知道会
　 8日 土浦水中一高会
　14日 東海村知道会
　22日 鹿行知道会

　 5日 昭和45年卒同窓会
 昭和41年同窓会
　12日 昭和46年卒同窓会
 昭和60年卒同窓会
　16日 下市知道会納涼会
　19日 新荘知道会
　25日 産業会館知道会
　26日 昭和53年同窓会

　 7日 昭和25年卒同窓会
　 8日 常陸太田知道会総会
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ジュニアオリンピック全国大会（富山

県）、水泳部が関東大会（習志野市）、

フェンシングで関東大会（前橋市）、

インターハイ（京都市）に出場した。

文化部では写真部が全国高等学校総合

文化祭（京都市）に出品し、入選して

いる。

　7月5日（水）、小説「夜のピクニ

ック」などで著名な作家恩田陸さん（昭

58卒　本名 熊谷奈苗）が、久しぶり

に母校を訪れた。来校の目的は雑誌「プ

レジデント」の取材で、同期の面澤淳

市さんやカメラマン、編集者が同行し

た。恩田さんは高校時代、知道編集委

員として活躍していたこともあり、知

道編集委員会の後輩たちと懇談の機会

を持った。その後、新校舎を見学し、

在校生たちとの写真撮影にも気軽に応

じていた。

P  E  R  S  O  N     

－ 今回の作品集上映というのは水戸で

は稀な企画ですが，実現の経緯は？

　今年発表した「カミュなんて知ら

ない」が水戸内原のTOHOシネマで上

映され，期待以上にお客さんが入った。

水戸には同窓生が多く，彼らが見てくれ

た。その後，彼らから「他の作品も見た

い，全部やろうよ」という声が上がって，

たまたまリードシネマの支配人の小松崎

さんが，以前「十九歳の地図」や「さら

ば愛しき大地」でお世話になった方だっ

たので，ここで作品集の上映企画が実現

した。僕の映画がこういう企画で上映さ

れるのは，水戸では初めてなので，是非

この機会に観て欲しい。また、９月23

日（土）にはトークショーとその後飲み

会も計画しているので、来て欲しい。

－今後の制作予定は？水戸で作るという

噂もあるが

　いばらきフィルムコミションの後

藤室長は牛堀の同郷で，「今度は是非水

戸で撮ってくれ」と言われているが，ま

だ構想の段階だ。ただ，千波湖周辺など

は，昔と違い本当にきれいになった。ヨ

ーロッパの小都市のような雰囲気もあ

る。撮るなら水戸でオールロケと考えて

いるが，どういうストーリーで作るか，

練り始めたところだ。

－水戸二中，一高，早稲田と進学し，早

稲田では法学部で法曹を目指したと伺っ

たが，どのようなきっかけで映画界に入

ったのか？

　進学するなら水戸がいいというこ

とで，牛堀から水戸二中に14歳で来た

が，牛堀から外に出られたのがうれしか

った。下宿の身だから自由だったし，学

校終わってからの唯一の娯楽といえば当

時は映画しかなかった。下市にも３館あ

った。大学へ行っても新宿が近かったの

で，映画，演劇，音楽三昧の生活だった。

卒業する頃には，映画の仕事ならできそ

うだなという自信みたいなものが付いて

いたと思う。ネクタイ締めてサラリーマ

ンというのも嫌だったし。

－今の一高生へのメッセージを

　我々の頃は，日本も右肩上がりの

時代で，がんばれば何とかなるというよ

うな予想できる社会だったが，今は違う。

いい学校出ても，資格取っても，いい会

社に入っても，どうも予測のつかない時

代だ。生きた環境が全く違う世代に何を

言えるか分からないが，時代は変わって

も，人間が成長する時の，感性というか，

内面が育っていく過程は大きくは変わら

ない。友達を作り，本を読み，映画を見

る，あらゆることに好奇心を持つ、そう

いう中で人間の基礎を学んで欲しい。

　

『今度は水戸で撮りたい』
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　5月13日、14日の二日間、ひたちなか市の『ク
リスタルパレス長寿荘』にて113名が参加し盛
大に開催されました。卒業して50年、幹事か
らの案内状にも古希を目前にした我々に、「節目
の同窓会としては最後のものになると思われま
すので万障お繰り合わせの上お気軽にご出席く
ださい」と記されていましたが、50年という歳
月の経過を改めて思い起こさせてくれました。
　会場に入って驚いたのは、宴会場の仕切り一
面に展示された卒業当時の一高の校舎、歩く会
や市内をのんびりと走っている水浜電車、中で
も31会のメンバーも正選手として何人か出場
した昭和29年夏の甲子園高校野球大会出場時
の写真は圧巻でした。幹事がみんなに声をかけ
て集めてくれた貴重な写真ばかりでした。
　鈴木重次31会代表ならびに西野虎之介知道
会々長の挨拶に続き宴会に入りました。会場内
は昭和30年にタイムスリップした高校生の姿
そのままの会員で溢れ、各テーブルにも話の花
が咲いていました。アトラクションとして小沼
ちか子さん（7組小沼貞治氏夫人）が出演し、「小
沼ちか子青春ジャズコンサート」と題して青春
時代の思い出の曲を歌っていただき、大いに会
場を盛り上げてくれました。
　当時の応援団長江口君の指揮で、全員で校歌
「旭輝く」を大合唱した時は、感激のあまり、涙
をこらえている会員の姿もみられました。二日
目は幹事の配慮でゴルフ組と水戸藩の史跡探訪
組とに分かれ、有意義な一日を過ごさせてもら
いました。
　水戸一高で学んだ幸せをしみじみ実感できた
二日間でした。幹事の皆さんのご苦労に感謝し
ます。　　　　　　　　　　増尾利一（31年卒）

　サブロク会（昭和36年3月卒）では平成18
年6月23日、ホテルレイクビュー水戸に於い
て45周年同窓会を開催した。昼の部として第
100回目となるゴルフコンペを笠間東洋ゴルフ
倶楽部で37名がプレーし矢島伸義君が優勝と
なった。
　午後6時30分よりレイクビュー水戸で恩師
野上浩先生、中川健二先生も元気なお姿でご参
加して戴きました。サブロク会員55名の参加
があり、卒業以来初めての出席者や遠くは神奈
川県葉山町からなど県外から16名が同窓会に
集まってくれました。

　恩師お2人から近況報告を含めてお話を戴き、
お元気な2人に記念品を贈呈しました。又、会
員の中で名誉職に就かれた副知事・川又勝慶君、
東海村長・村上達也君にも記念品を贈呈した。
それからは、各組毎に演壇に立ち、代表が近況
報告等を行うなど和やかな中、和気藹藹と進み
あっという間の3時間が過ぎ校歌を熱唱し散会
となり二次会にグループに分かれて散って行っ
た。
　又通常のサブロク会の活動として水戸では、
稲田浩男君が主宰して毎月会合をもっています
（場所はNHK水戸放送局近くの夢やさん）。東京
では海老根宏君が幹事として奇数月の第3金曜
日に「サン金会」と銘打ち東京駅八重洲口から
徒歩5分の鶴のやさんに集まっています。
　ゴルフは、小林正和君がゴルフ幹事になって
年4回コンペを開催しています。

竹内（雅）記

　8月5日（土）水戸黄門祭りの開催の日に、
今回も以前の同窓会に合わせて開催しました。
場所は「ホテルレイクビュー水戸」時間は午後
4時開催。
　定刻通り、横須賀君の司会のもとに開会の言
葉・代表幹事の挨拶・恩師代表挨拶（今年叙勲
を受けられた36組担任の松先生よりの「遠く
から聞こえる友の足音の素晴らしさ」等の感銘
する言葉をいただきました。）知道会事務局・北
條様より水戸一高の現状と映画「夜のピクニッ
ク」の案内等の挨拶をいただきました。続いて
乾杯の音頭を本年より水戸一高の教頭に着任し
た小田倉君発声のもと早速夏の暑さで渇いた喉
を潤しながら、それぞれが賑やかに昔話や現在
の状況等、今年卒業36年を経て改めて参加し
た同級生を遠くから眺めると、恩師との区別が
付かないくらいの状態になり、お互いが歳を重
ねたことを実感しました。ただ話をしている私
達は、18歳のままの状況で元気にお互いのこと
を語り合いました。
　参加者への記念品として、卒業のときに貰っ

た「至誠一貫」の手拭いを複製したものを2枚
配りました。宴も進みいよいよ校歌斉唱の時間
になり応援団・北村君の音頭で参加者皆で元気
に唱を歌い樫村君が2年後の開催を宣言して今
回の同窓会を賑やかに終了しました。

事務局　中本邦彦

　鹿行知道会（会長／綿引徳治・昭32卒）例
会を7月22日にサンロード鹿島で実施いたし
ました。出席者は15名でした。本部より副幹
事長の栗原氏（昭和48年卒）の出席をいただき、
知道会会員及び在校生の活躍の報告がありまし
た。また、出席者の近況報告では、会員間の思
わぬ関係（地縁、血縁、学縁）が判明し大いに
盛り上がりました。
　毎回のことですが、先輩達の元気で活躍して
いる姿に接すると、とても励みになります。次
回も元気でお会いできることを約束して、校歌
斉唱後鹿島の夜にくり出しました。なお、来年
からは、当会の年次総会を毎年7月の第4土曜
日に実施することになりました。今回欠席の方
もお誘い合わせてご出席くださいますようお願
い申しあげます。

　　　　　幹事　小室久二雄（昭48卒）

　さる平成18年8月12日、ホテルレイクビュ
ー水戸にて、46年卒の5年ぶりの学年同窓会が
開催されました。五味田優校長先生、恩師の清
水正美先生、石橋守先生、小林喜久男先生、鶴
巻勝夫先生、益子芳男先生、濱崎厚先生、山崎
睦男先生、松廣義先生、知道会より北條勝彦事
務局長、大川英治前事務局長にご出席いただき、
110名以上の参加者で盛り上がりました。
　歓談も盛り上がった頃、恩師の先生方より○
×問題を出していただき、見事篠目清美さんが
賞金5万円を獲得しました。最後に46会事務
局長の富永潤一さんより五味田校長先生に士気
高揚資金の目録を手渡し、校歌を歌っての閉会
となりました。　　　　　36組幹事　坂場安男
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　今年度の例会は、去る7月8日に土浦市の「ホ
テルカンコー」で開催しました。知道会本部から、
副幹事長の栗原英則様及び事務局長北條勝彦様、
さらに参議院議員の小林元様を来賓にお迎えし、
総会・講演会・懇親会を行いました。
　会長の挨拶・活動報告の後、栗原様からご祝
辞をいただき、知道会の活動状況や、映画「夜
のピクニック」についてのお話があり、9月の
映画公開が待たれます。
　講演会は、本会の副会長である大谷木照雄氏
（昭33卒）にお願いしました。「前立腺ガン闘
病記」という演題のもと、生々しい体験談を聞き、
各自の健康管理の面でたいへん参考になりまし
た。懇親会では、来賓や初出席者のスピーチも
あり、思い出話等で大いに盛り上がって親睦を
深めました。最後に校歌を斉唱し、次回での再
会を期して散会となりました。

昭和34年卒・会長友部記

　岩間知道会は地区内の適当な所で年１回の総
会を開いている。会員は毎年１～２名の出入り
があるが、30名前後で推移している。出入りが
あるのは地区内の職場に勤務する出身者の希望
者も会員としているためである。今のところ最
年長は昭和３年卒で、最も若いのが昭和50年
卒となっている。来る者は拒まず、去る者は追
わずという集まりなので、若年会員の入会が減
少傾向にあり、年々心細くなっている。年会費
の３千円は殆どが飲食代となっている。
　本年度の総会は本部から事務局長を迎え、20
名の会員の出席で行われ、例年の如く、会長あ
いさつ、本部の現況報告等のあとすぐに懇談と
なった。
　年１回の顔合わせなので、いろいろと話題に
花が咲き時を忘れる状態ではあったが、コンパ
ニオン嬢の時間延長がなかったのは、会員の高
齢化の速度が予想以上に進んでいる証拠かもし
れない。　　　　　　　　　　　　　　（常井）

　　　
　錦正社　1,200 円
　安見 隆雄　著
　（33年卒・元水
　戸一高校長）

　本書は、簡潔ではあるが意味深遠なこ
の「偕楽園記」は、斉昭の宇宙感、為政
者としての姿勢などを示して、大変興味
深いものがある。内容が文雅高尚ではあ
るが、できる限り平易に読みやすくした
名著である。

　　　
　慧文社　9,000 円
　但野 正弘　著
　（34年卒・元水戸
　一高教諭）
　

　「黄門様」として今も人々から愛される
徳川光圀を生んだ近世水戸藩。その時代
における数々の歴史的テーマを深く掘り
下げ、さまざまな角度から考察・検証を
している。日本近世・幕末維新史学研究
者や郷土史愛好家には是非お薦めしたい。

　日本評論社
　2,200 円
　風祭 元　著
　（昭 27準卒）

　犯罪行為を行えば、その社会で決めら
れた法律に従って罰を受けるのは当然で
あるが、犯罪者の中には、心身喪失者あ
るいは心身耗弱者といって責任能力を問
えない者も多数存在する。精神科医とし
て長年「司法精神鑑定」に携わってきた
著者が、さまざまな事例から現代社会の
中で精神鑑定の果たしている意義を説く。

　　
　東泠書房
　1,619 円
　山﨑睦男著
　（元水戸一高教諭）
　
　

　茨城県全 84 市町村 ( 合併前 ) の景観風
土と動植物について、著者自らが現地を
訪れ記録した小さな自然誌。

　常陽銀行グループの在職者・O Bで構成される
常陽知道会は、去る6月10日（土）　に水戸市
の三の丸ホテルにて100名余の参加者を得て毎
年恒例の総会を開催しました。
　総会には母校より五味田校長先生、知道会より
北條事務局長様をお迎えしました。五味田校長先
生からは母校の近況報告をいただき北條事務局長
様からは知道会の活動と今後の活動案内、会運営
についての協力依頼等についてお話しいただきま
した。
　当会員は茨城県内各地のみならず、北は仙台か
ら南は東京まで職場が散らばっていることもあ
り、懇親会では皆テーブルを渡り歩き、酌を交わ
して旧交を温めました。また9名の新入会員が
高校時代の活動や現在の仕事など、自己PRに続
いて一同の若々しい歌声を披露し、場内から拍手
喝采を浴びました。
　2時間に及んだ総会は最後に全員で校歌を斉
唱、幹事によるエールによって幕を閉じ、集まっ
た会員達はまた来年の再会を誓い合いました。

　去る平成18年8月25日、レイクビュー水戸
にて県産業会館知道会臨時総会を行いました。
　県産業会館知道会は、茨城県産業会館の入居団
体（県内の主要公共団体）の職員で構成され、昭
和55年に山本満男氏（昭17卒、知道会第6代
会長）を会長として発足、現在32名の会員で構
成されております。この度の総会において、小川
稔令氏（昭17卒）が会長を退任し、小野喜昭氏
（昭37卒）が新会長に就任することとなりまし
た。十数年ぶりの開催となった支部会であります
が、これまでの反省も含め事務局や会則の整備を
行い、館内同窓生の交流・懇親を一層積極的に図
ることといたしました。
　総会には、10団体、28名が出席、懇親会では
お互いの情報交換を行うなど交流を深めることが
できたかと思います。今後とも、定期的に館内に
おける活動を積極的に行い、同窓生の結束を深め
てまいりたいと思います。　　平山桂己（昭59卒）
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物故者

　“映画” の話題でにぎやかだ。故深作欣二監督に流れをくむ小泉尭史監督 (39
年卒 ) の「博士の愛した数式」、カンヌやニューヨークの映画祭などへの出品で
意欲的な柳町光男監督 (38 年卒 )の「カミューなんか知らない」、そして、水戸
一高伝統の歩く会を舞台にした「夜のピクニック」の著者　恩田陸さん（58年卒）
など、この分野で活躍している多くの同窓生がおり、これからの知道会は話題が
豊富だ。「夜のピクニック」は封切り間近だ。秋の夜長に “映画” をもう一度見直
してみては如何か。

※御逝去の御連
絡のみいただい
た方につきまし
ては、年月日を
空欄にさせてい
ただきました。


